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第１５回教育研究評議会議事要録

１ 日 時 平成１７年 ３ 月 ９ 日（水） ９：００～１２：００

２ 場 所 本部棟 ２階 「特別会議室」

３ 出席者 １７人（別紙名簿のとおり）

， ， ，議事に先立ち 学長から 第１３回教育研究評議会の議事要録についての確認があり

原案どおりこれを承認し，議事に入った。

４ 議 題

(1) 教員選考の開始について

① 教育臨床講座臨床心理学担当教授又は助教授の採用について

山下第１部部長から，資料１に基づき，教育臨床講座臨床心理学担当教授又は

助教授の採用に係る選考の申し出があり，審議の結果，任用予定日を平成１７年

９月１日として選考の開始を承認した。

② 教育臨床講座臨床心理学担当助教授又は講師の採用について

山下第１部部長から，資料１－２に基づき，教育臨床講座臨床心理学担当助教授

又は講師の採用に係る選考の申し出があり，審議の結果，任用予定日を平成１７年

９月１日として選考の開始を承認した。

(2) 教員の割愛について

① 言語系（英語）教育講座助手の割愛について

学長から，口頭により，言語系（英語）教育講座 藤井浩美 助手の割愛について
ふじいひろみ

説明があり，審議の結果，平成１７年４月１日付け阿南工業高等専門学校講師への

割愛を承認した。
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(3) 平成１７年度年度計画について

学長から，資料２に基づき，中期計画に基づく平成１７年度国立大学法人鳴門教

育大学年度計画について説明があり，審議の結果 「Ⅹ その他」の「１ 施設・，

設備に関する計画」及び「 別紙）予算，収支計画及び資金計画」について文部科（

学省と調整中であることを踏まえ，現時点における案としてこれを承認した。

なお，本件は３月１４日開催の第５回経営協議会の審議を経た後，同日開催の

第１９回役員会において決定し，３月末日までに国立大学法人評価委員会に提出す

る予定である旨，併せて説明があった。

(4) 平成１７年度予算について

事務局長（予算・財務管理委員会委員長）から，資料３に基づき，平成１７年度

の収入支出予算案について説明があり，審議の結果，現時点における案としてこれ

を承認した。

なお，本件は３月１４日開催の第５回経営協議会の審議を経た後，同日開催の

第１９回役員会において決定する旨，併せて説明があった。

(5) 教員・教育組織（第１部関係）の再編計画について

学長から，資料４に基づき，前回の教育研究評議会で承認を得た第１部の教員・

教育組織の再編計画のうち，平成１９年度より学校改善講座，授業開発講座，教育

臨床講座の生徒指導分野を再編して「教職専門開発講座（仮 」を設置すること，）

「 （ ）」 ，併せて大学院学校教育研究科のコース名称も 教職専門開発コース 仮 と改め

当該コースに教育実践開発分野，学級経営・生徒指導分野，授業・カリキュラム

分野及び学校教育リーダー養成分野を置くことについて説明があり，審議の結果，

現時点における再編計画案としてこれを承認した。

なお，学長から，引き続き，カリキュラム開発等，具体的な事項については改革

推進委員会において検討する旨，併せて説明があった。
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(6) 地域連携・実地教育センター名の改称について

学長から，資料５に基づき，前回の教育研究評議会で承認を得たセンターの再編

計画のうち 「地域連携・実地教育センター」を「地域連携センター」に改称する，

ことについて説明があり，審議の結果，原案どおりこれを承認した。

なお，学長から，センターの再編計画案については，３月１４日開催の第５回

経営協議会の審議を経た後，同日開催の第１９回役員会において決定する旨，併せ

て説明があった。

(7) 国立大学法人鳴門教育大学学則の一部改正について

学長及び事務局から，資料６及び資料６－２に基づき，センター再編，小学校英

語教育センター及び教員教育国際協力センターの設置，学期制の変更等に伴う学則

の一部改正について説明があり，審議の結果，原案どおりこれを承認した。

(8) 国立大学法人鳴門教育大学の諸規則の改廃及び制定について

学長及び事務局から，資料７から資料７－６及び参考資料１から参考資料４に

基づき，学則の一部改正及びセンター再編等に伴う諸規則の改廃並びに諸規則の

制定について説明があり，審議の結果 「鳴門教育大学心身健康研究教育センター，

規則（改正案）」及び「鳴門教育大学センター所長選考規則（案）」の字句を一部

修正することとし，他は原案どおりこれを承認した。

(9) 教員教育国際協力センター外国人客員研究員の採用について

村田理事（教員教育国際協力センター設置準備事務室室長）から，資料８に基づ

き，教員教育国際協力センター外国人客員研究員の選考経過について説明があり，

審議の結果，パン ソウ キム 氏（大韓民国：釜山教育大学校教授）を平成１７年

４月１日から平成１７年８月３１日までの期間で採用することを承認した。

なお，ビザ発給の関係から入国が遅れる可能性がある旨の補足説明があり，入国

が遅れても採用予定期間の終期は変更しないことを確認した。



- 4 -

５ 報告事項

(1) 鳴門教育大学におけるこれまでの教育研究の実施状況及び地域社会との連携状況

報告書について

学長から，口頭により，文部科学省へ提出する標記報告書案について，３月１１日

（金）に文部科学省と打ち合わせを行うこと，文部科学省からの意見等を踏まえて

報告書案の修正等を行った上で正式に提出する旨の説明があった。

(2) 教員選考申出書による任用予定日の変更について

① 学校改善講座教育経営担当教授又は助教授の採用について

② 社会系教育講座人文地理学担当助教授の教授昇任について

③ 外国語科目及び専門教育科目担当講師（外国人教員）の採用について

④ 小学校英語教育センター英語科教育担当助教授又は講師の採用について

⑤ 教員教育国際協力センターＩＴ教育人材養成研究分野担当教授，助教授又は講師

の採用について

田中理事（人事委員会委員長）から，口頭により，任用予定日が平成１７年４月

１日となっている上記５件の教員人事に係る任用予定日を変更（延伸）することに

ついて報告があった。具体的には，②の昇任予定日を平成１７年１０月１日に変更

し，他の４件は鋭意選考作業を進めており，候補者が選考され次第，可及的速やか

に上程する旨の説明があった。

(3) 人事委員会報告について

① 社会系教育講座人文地理学担当教員選考委員会委員の交替について

田中理事（人事委員会委員長）から，口頭により，社会系教育講座人文地理学担

当教員選考委員会委員のうち，教員選考委員会要項第２条第３号委員（人事委員会

が指名する教員）の菊地 章 教授が平成１７年３月２７日から平成１７年１０月

１日までの間，海外出張のため，同選考委員会から委員交替の依頼があり，人事委

員会で審議の結果，安藤 幸 教授を選出した旨の報告があった。
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(4) 平成１７年度会計監査人の選任について

事務局から，口頭により，平成１７年度会計監査人候補者として新日本監査法人

を選定し，文部科学省へ提出したこと，本件は文部科学省から選任の通知があるま

で部外秘とする旨の説明があった。

(5) 寄附金の受入れについて

事務局から，資料１０に基づき，計 円の寄附金を受け入れた旨の１，０１５，０００

報告があった。

(6) 各種会議報告について

① 平成１６年度日本教育大学協会四国地区学長・学部長会議(2/22)

学長から，資料１１に基づき，同会議の概要について報告があった。

② 第２９回四国国立大学協議会(2/28)

学長から，資料１１－２に基づき，同協議会の概要について報告があった。

③ 社団法人国立大学協会第３回通常総会(3/4)

学長から，資料１１－３に基づき，同総会の概要について報告があった。
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(6) その他

① 平成１７年度「特色ある大学教育支援プログラム」及び平成１７年度「現代的

教育ニーズ取組支援プログラム」の応募について

田中理事から資料１２及び資料１２－２に基づき，平成１７年度「特色ある大学

教育支援プログラム」及び平成１７年度「現代的教育ニーズ取組支援プログラム」

の応募について，ＧＰワーキングで検討を行った結果，各プログラムにおいて次の

とおり申請する予定である旨の報告があった。

「 」〔 （ ）〕○ 平成１７年度 特色ある大学教育支援プログラム 提出期限：４月５日 火

テーマ例２「主として教育課程の工夫改善に関するテーマ － 体験的な学習を

取り入れた教育課程 －」について，教育臨床講座の井上和臣 教授及び学校教育

実践センターの入谷好樹 助教授が取り組んでいるプロジェクト（学校へ行きに

くい子どものための合宿，不登校・引きこもりの児童生徒への支援の在り方等）

の内容を取りまとめた形で申請する予定。

○ 平成１７年度「現代的教育ニーズ取組支援プログラム」

〔 （ ）〕提出期限：５月１２日 木

テーマ及び取組例①「地域活性化への貢献」について，社会系教育講座の大石

雅章 教授が取り組んでいるプロジェクト（四国遍路八十八カ所の総合的研究）

と芸術系 教育講座の橋本泰幸 教授が取り組んでいるプロジェクト（地域（美術）

文化財教育活用プロジェクト）を複合した形で申請する予定。

また，テーマ及び取組例⑥「ニーズに基づく人材育成を目指したe-Learning

Programの開発」については，総合学習開発講座の山崎洋子 教授が取り組んでい

るプロジェクト（遠隔教育システムを用いた学生主体の大学間連携授業の試行と

その分析）及び学校教育実践センターの島宗 理 助教授が取り組んでいるプロ

（ ） 。ジェクト 特別支援教育コーディネーターの育成 を複合した形で申請する予定

○ 平成１７年度の第１回教育研究評議会は，４月１３日（水）の１３時１０分から開催

することとした。


